
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百合小だより 
「明るく・なかよく・たくましく」 

名張市立百合が丘小学校 

令和４年９月２日発行 

 名張市では初めて８月２９日に２学期がスタートいたしました。 

３日間短い夏休みでしたが、事故や病気の緊急連絡もなく、元気に登校する子どもた

ちに再会でき、何よりでした。これから気持ちも新たに、子どもたちが「あかるく」「な

かよく」「たくましく」成長できるよう教職員一同、力を合わせて取り組んでまいりま

す。 

そのためには、学校と家庭が協力し合いながら、より一層の感染防止対策を実行する

必要があります。当分の間、下記の通りで取り組んでまいります。子どもたちの学びを

止めず、できる限りの体験もさせてあげたいので、何とか工夫しながら実施していきま

す。しかしながら今後の感染状況によって大きく影響を受ける可能性も否めません。そ

の都度判断し、情報を発信してまいりますので、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 

 日常の学校生活における感染拡大防止等の対策 

これまで取り組んできたこと（検温、マスク、消毒、換気、三密回避等）を引き続き

徹底します。マスクについては熱中症対策に配慮し、つけなくてよい場面を指導します。 

【健康状態チェック】 

 ・「朝の検温結果」「健康状態」「同居家族の健康状態」について、家庭に協力を得て

カードやタブレットへの記入を徹底する。 

【給食】 

 ・給食当番が盛り付けと配食を行い、他の児童はマスクをしたまま自席で待つ。 

  （給食をもらいに行くために並ばない） 

 ・一度配膳された給食は減らしたり戻したりしない。 

 ・黙食を徹底する。 

 ・人数が多い学年の分散給食は、今後の状況を見て必要に応じて実施。 

 【教科指導】 

  ・学びを止めない観点から、音楽科や家庭科などの学習活動も感染対策を施して実

施します。 

 青蓮寺の山口繁一さんのご厚意に

より、本年も３年生がぶどうの栽培を

体験し、８月４日に無事収穫をするこ

とができました。 

 どの児童もおいしそうなぶどうに

目を輝かせながら収穫していました。 

３年生がぶどうを収穫 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期に予定しております主な行事については、下記の予定となります。 

【授業参観】  ９月２２日（木）１～２限 地区割りで実施。 

【運動会】 １０月１５日（土）午前中に実施。児童は給食＋５限終了後下校。 

【社会見学】１１月１１日（金）１～４年生が県内で実施。 

【防災訓練】１１月１９日（土）児童は一時避難所で安否確認を受け、その後一旦帰

宅し、３限目開始までに分団で登校。５限目終了後引き渡し訓練を実施

する予定。 

上記以外にも、予定している活動が中止・延期や内容変更になる場合があります。 

           

当面の学校行事について 

学習支援「ほめほめ隊」 

本校は多くのボランティアの皆様にご協力をいただいております。その内容は読み聞

かせ、折り紙教室、クラブ活動、校外学習、園芸、下校時の見守りなど、多岐にわたりま

す。中でも学習支援「ほめほめ隊」の皆様には、教室に入っての学習支援を長年続けてい

ただいておりますので、ここで改めてご紹介させていただきます。 

＜設立＞ 2010年度 

＜経緯＞ 2009年度３学期、当時の校長が地域の方々の話し合いの中で「教室に地域

の人に入ってもらい、学習の支援をしてほしい」という思いを伝えました。地域の方々

がその思いに共感し、翌年の 2010年度より「学習支援 ほめほめ隊」として、学校と

地域が一体化した学習支援体制が実現することとなりました。地域の方々には数学や外

国語の元教師も含まれていたようですが、そういった知識をもとに「指導」をお願いす

るのではなく、「支援者」としてのほめほめ隊の活躍をお願いしたということでした。 

＜主な支援内容＞ 

低学年・・・国語、算数、図工、体育、生活科等での声かけや見守り 

中学年・・・国語、算数、書写、体育、総合的な学習の時間等での補助、アドバイス 

高学年・・・国語、算数、家庭科（ミシン・調理実習）等での補助、アドバイス 

 ※担任や授業者の要請により、支援に入っていただきます。 

 

 以上、ほめほめ隊の皆様には本当にお世話になっております。 

今後も学校と地域が協働して子どもたちを育てる”スクール・コ 

ミュニティ“の実践を進めてまいります。 

 

 


